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町 の 人 口 

人 口 9,485 人 （増4) 

男 4,543 人 （減4) 

女 4,942 人 （増8) 

世帯数 3,049世帯（増3) 

出生 9人 転入 36人 

死亡 2人 転出 39人 

(56年1月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

、 

) 
。
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卒
業
か
ら
新
学
期
を
前
に
 

に
永
庭
教
育
は
』
、
い
ま
…
・
 

【厳しい受験戦争を終え、将来に向けて母校を巣立つ生徒たち・昨年の中学卒業式より】 

ア
 

今
年
も
公
立
高
校
の
入
試
を
前
に
、
 

例
年
の
ご
と
く
激
し
い
進
学
競
争
が
行
 

わ
れ
、
県
内
平
均
一
・
五
一
倍
と
昨
年
同
 

様
に
狭
き
門
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

当
町
で
も
、
こ
の
狭
き
門
に
向
っ
て
 

九
十
四
・
九
智
の
進
学
生
た
ち
が
受
験
 

す
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
子
供
 

た
ち
に
と
っ
て
将
来
の
就
職
問
題
が
、
 

こ
の
受
験
戦
争
時
代
を
続
け
て
い
る
わ
 

け
で
す
。
し
か
し
、
左
‘
未
か
ら
新
学
期
 

を
前
に
し
て
、
果
し
て
子
供
た
ち
に
と
 

っ
て
一
番
大
切
な
家
庭
教
育
は
、
い
ま
 

ど
う
で
し
ょ
う
。
 

家
庭
教
育
と
い
う
と
ク
こ
れ
が
わ
が
 

家
の
教
育
方
針
だ
）
と
い
っ
た
意
図
的
 

な
し
つ
け
よ
り
も
、
子
供
は
日
頃
の
親
 

と
子
の
何
気
な
い
接
触
、
日
常
生
活
の
 

何
で
も
な
い
ー
コ
マ
、
 
ー
コ
マ
か
ら
親
 

の
強
い
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
の
 

で
す
。
で
す
か
ら
、
子
供
と
日
頃
の
接
 

触
に
重
点
を
置
い
た
家
庭
教
育
、
し
つ
 

け
を
心
が
け
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
 

す
。
教
育
と
は
、
単
に
字
が
上
手
に
書
 

け
る
よ
う
に
な
る
と
か
、
計
算
の
仕
方
 

を
教
え
る
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

何
が
善
く
て
、
何
が
悪
い
こ
と
な
の
か
、
 

ど
ん
な
時
に
う
れ
し
さ
を
感
じ
、
ま
た
 

心
の
痛
み
を
覚
え
る
か
、
ど
ん
な
場
合
 

に
感
謝
の
念
を
持
つ
か
、
と
い
っ
た
的
 

確
な
判
断
力
と
豊
か
な
情
操
を
、
日
常
 

の
生
活
を
通
し
て
養
う
こ
と
が
大
切
で
 

す。 最
近
“
家
庭
内
暴
力
4

が
社
会
問
題
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
は
さ
ま
 

ざ
ま
で
、
 

一
言
で
は
片
づ
け
ら
れ
ま
せ
 

J
 

ん
が
、
た
だ
言
え
る
こ
と
は
、
ど
ん
な
 

子
供
で
も
、
あ
る
日
突
然
そ
う
し
た
行
 

動
に
出
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
 

す
。
も
や
も
や
し
た
気
分
が
、
家
庭
と
 

い
う
自
由
に
ふ
る
ま
え
る
場
で
発
散
で
 

き
な
い
と
か
、
親
に
対
す
る
何
ら
か
の
 

不
満
が
だ
ん
だ
ん
高
じ
て
、
や
が
て
爆
 

発
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
と
言
わ
 

れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
子
供
の
も
や
も
や
、
不
 

満
を
解
消
す
る
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
 

親
と
子
が
楽
し
い
ふ
ん
囲
気
で
話
し
合
 

う
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
は
な
い
で
 

し
ょ
う
か
。
 

今
年
の
当
町
卒
業
生
は
、
市
場
小
で
 

全
校
生
五
百
八
十
八
人
の
う
ち
八
十
一
一
 

人
が
、
上
野
小
で
百
九
十
三
人
の
う
ち
 

三
十
二
人
が
、
又
中
学
で
三
百
二
十
人
 

の
う
ち
九
十
九
人
が
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
し
、
 

新
し
く
入
学
、
就
職
す
る
わ
け
で
す
。
 

な
お
、
新
入
生
は
市
場
小
で
百
十
三
 

人
、
上
野
小
で
四
十
人
、
中
学
で
百
十
 

四
人
で
す
。
ち
な
み
に
新
し
く
入
園
す
 

る
園
児
は
四
保
育
で
四
百
四
十
九
人
の
 

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

年
 



け
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第
ニ
回
筑
豊
地
区
青
少
年
女
子
剣
道
大
会
 

筑
豊
地
区
青
少
年
女
子
剣
道
 

大
会
で
赤
池
チ
ー
ム
健
闘
ノ
 

廿
小
学
生
 12 

人
・
中
学
生
4
人
廿
 

財
団
法
人
筑
豊
高
等
学
校
同
窓
会
主
 

催
の
第
二
回
筑
豊
地
区
青
少
年
女
子
剣
 

道
大
会
が
、
 

一
月
二
十
五
日
（
日
）
午
前
 

十
時
か
ら
、
筑
豊
高
校
体
育
館
に
お
い
 

て
行
わ
れ
、
当
町
よ
り
参
加
の
女
子
チ
 

ー
ム
は
強
豪
の
各
校
チ
ー
ム
と
堂
々
に
 

わ
た
り
あ
い
、
善
戦
健
闘
し
ま
し
た
が
、
 

直
方
高
校
に
敗
れ
、
惜
し
く
も
決
勝
進
 

出
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
筑
豊
各
地
の
学
校
よ
 

り
少
女
剣
士
百
六
十
九
人
（
高
校
十
七
 

人
、
中
学
九
十
六
人
、
小
学
五
十
六
人
 

）
が
参
加
し
、
試
合
は
小
学
生
個
人
戦
、
 

中
・
高
校
生
は
個
人
戦
及
び
団
体
戦
に
 

技
を
競
い
、
赤
池
チ
ー
ム
の
小
、
中
学
 

、
 

生
剣
士
も
よ
く
健
闘
し
、
三
、
四
回
戦
 

と
駒
を
進
め
ま
し
た
が
、
今
一
歩
で
全
 

貝
入
賞
を
逸
し
ま
し
た
。
 

中
学
団
体
戦
で
は
、
当
町
チ
ー
ム
は
 

対
中
学
と
の
試
合
で
は
負
け
知
ら
ず
の
 

戦
い
ぶ
り
で
し
た
が
、
直
方
高
校
戦
で
 

は
中
学
生
と
高
校
生
の
差
で
、
残
念
な
 

が
ら
勝
つ
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

し
か
し
、
そ
の
竹
刀
さ
ば
き
は
本
大
 

会
で
も
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
 

筑
豊
に
お
け
る
女
子
だ
け
の
大
会
は
 

本
大
会
だ
け
で
あ
り
、
昨
年
と
比
べ
出
 

場
者
も
増
え
、
技
術
的
に
も
一
段
と
向
 

上
し
て
、
男
子
に
優
る
試
合
運
び
で
、
 

な
か
な
か
の
盛
会
で
し
た
。
 

戦
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

圏
第
四
ブ
ロ
ッ
ク
 

▽
赤
池
③
ー
 
直
方
二
中
B
▽
赤
池
 

老
人
ホ
ー
ム
『
天
郷
荘
』
 

ノ
・
ノ
・
ノ
・
ノ
・
ノ
・
ノ
・
 

を
カ
ラ
ォ
ケ
慰
間
 

市
場
の
早
谷
康
恵
さ
ん
等
が
 

町
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
天
郷
荘
」
 

（
松
尾
重
男
荘
長
、
三
十
八
名
）
に
、
 

一
一
月
一
一
日
（
月
）
午
後
一
時
か
ら
、
当
町
 

市
場
の
早
谷
康
恵
さ
ん
ほ
か
三
人
が
訪
 

ず
れ
、
お
年
よ
り
た
ち
に
果
物
（
バ
ナ
 

ナ
、
リ
ン
ゴ
、
ミ
カ
ン
、
イ
チ
ゴ
）
、
 

、 

) 

皆
さ
ま
の
暖
か
い
心
が
こ
ん
な
に
集
ま
り
ま
し
た
 

163万9,479円 

昭
和
五
十
五
年
度
共
同
募
金
並
び
に
 

昭
和
五
十
五
年
度
共
同
募
金
歳
末
助
け
 

合
い
募
金
が
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
 

リ
百
六
十
三
万
九
千
四
百
七
十
九
円
集
 

ま
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
ら
の
尊
い
募
金
は
、
社
会
福
祉
 

事
業
に
充
当
さ
れ
ま
す
が
、
共
同
募
金
 

で
は
約
八
割
、
歳
末
助
け
合
い
募
金
で
 

は
十
割
が
赤
池
町
内
の
福
祉
事
業
増
進
 

の
た
め
に
還
元
さ
れ
ま
す
。
 

皆
さ
ま
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
一
』
ざ
 

い
ま
し
た
。
 

圏
昭
和
五
＋
五
年
度
共
同
募
金
額
（
百
 

四
＋
五
万
一
千
九
百
八
＋
円
）
 

、 
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差
別
を
な
く
す
た
め
に
③
 

「
他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
 

同
和
地
区
の
人
び
と
は
、
長
い
間
の
 

差
別
の
た
め
に
、
貧
し
く
て
き
び
し
い
 

生
活
状
態
の
ま
ま
に
取
り
残
さ
れ
て
き
 

ま
し
た
。
そ
う
し
た
同
和
地
区
の
人
び
 

と
の
生
き
ざ
ま
に
対
し
て
、
あ
か
ら
さ
 

ま
2
言
葉
や
能
崖
で
差
別
す
る
人
も
い
 

ま
す
し
、
言
葉
に
出
さ
な
く
と
も
心
の
 

奥
に
差
別
意
識
を
ひ
そ
め
て
い
る
人
も
 

い
ま
す
。
 

「
あ
そ
こ
は
A
地
区
だ
か
ら
つ
き
合
 

わ
な
い
方
が
い
い
。
」
と
か
、
 

「
娘
の
交
 

際
相
手
が
部
落
民
だ
か
ら
、
こ
れ
以
上
 

つ
き
合
い
を
さ
せ
な
い
。
」
、
な
ど
の
例
 

は
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
 

こ
の
よ
う
に
部
落
差
別
は
、
同
和
地
 

区
の
人
で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
 

・
」
ば
 

け
い
べ
つ
し
た
り
、
交
際
を
拒
ん
だ
り
、
 

婚
約
を
や
ぶ
っ
た
り
、
就
職
を
こ
と
わ
 

っ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
の
か
た
ち
で
あ
 

ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
ま
た
、
同
 

和
地
区
の
人
び
と
の
生
活
や
仕
事
、
教
 

育
、
文
化
の
水
準
な
ど
が
き
わ
だ
っ
て
 

立
ち
お
く
れ
て
い
た
り
、
低
い
状
態
に
 

お
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
現
実
に
も
あ
 

ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

部
落
問
題
は
、
明
治
四
年
の
い
わ
ゆ
 

い
ち
お
う
 

る
「
解
放
令
」
で
、
 

一
応
、
制
度
と
し
 

て
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ
 

②
・
本
里
鳳
方
三
中
A
▽
赤
熊
回
・
本
W
中
 

間
東
中
▽
赤
池
①
・
本
W
l
分
け
沖
田
中
 

▽
赤
普
・
太
回
直
方
高
校
 

〈
赤
池
中
出
場
者
〉
▽
平
野
真
弓
m
▽
 

中
野
亜
子
m
▽
立
花
ゆ
か
り
⑧
 

〈
小
学
生
出
場
者
〉
▽
木
村
陽
子
②
▽
 

稲
垣
和
泉
⑧
▽
毛
利
純
⑧
▽
木
山
麻
衣
 

子
⑧
▽
上
村
美
香
⑧
▽
平
野
カ
オ
リ
④
 

▽
田
中
未
羅
⑤
▽
立
花
ひ
と
み
⑤
▽
河
 

野
美
記
⑤
▽
木
村
晶
⑤
▽
川
崎
由
佳
⑤
 

▽
小
場
晶
子
⑤
 

O
内
は
学
年
数
 

プ
リ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
 

訪
れ
た
早
谷
さ
ん
た
ち
は
、
現
在
直
 

方
市
溝
堀
で
喫
茶
・
ス
ナ
ッ
ク
店
を
開
 

い
て
お
り
、
毎
日
若
い
お
客
さ
ん
た
ち
 

が
歌
っ
て
い
る
歌
を
お
年
よ
り
に
も
是
 

非
歌
っ
て
い
た
だ
き
、
若
返
っ
て
ほ
し
 

い
と
い
う
こ
と
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で
、
 

集
会
所
で
は
お
年
よ
り
た
ち
は
、
自
分
 

の
好
き
な
曲
を
そ
れ
ぞ
れ
選
曲
し
、
自
 

慢
の
の
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
職
員
た
ち
も
お
年
よ
り
た
ち
 

に
負
け
じ
と
歌
合
戦
。
 

「
若
い
人
と
一
 

緒
に
歌
え
る
な
ん
て
気
分
が
若
返
る
」
 

と
、
お
年
よ
り
た
ち
は
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
 

し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

早
谷
さ
ん
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
 

ず
っ
と
慰
間
を
続
け
た
い
と
い
う
こ
と
 

で
す
。
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

（
赤
池
町
事
務
監
査
）
 

〈
全
日
程
を
終
え
る
、
 

ー
月
 27 
日
5
2
月
 17 
日
ま
で
 

例
年
実
施
さ
れ
て
い
る
赤
池
町
事
務
 

監
査
が
、
本
年
も
一
月
二
十
七
日
か
ら
 

ニ
月
十
七
日
ま
で
の
二
十
日
間
に
わ
た
 

り
、
本
庁
及
び
各
娩
醜
全
般
に
つ
い
て
 

の
行
政
事
務
監
査
が
行
わ
れ
、
五
十
五
 

年
の
予
算
熱
行
状
況
や
文
書
整
理
に
つ
 

い
て
当
町
監
査
委
貝
の
松
井
猛
氏
（
車
 

《
内
訳
》
▽
一
般
戸
別
募
金
七
十
七
万
 

二
千
三
百
十
円
▽
バ
ッ
ジ
募
金
六
万
四
 

千
七
十
円
▽
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
募
金
五
千
 

六
百
円
▽
赤
池
町
建
設
業
組
合
四
十
五
 

万
円
▽
同
和
地
区
建
設
業
組
合
五
万
円
 

▽
桑
野
組
桑
野
勝
正
五
万
円
▽
上
野
病
 

院
崎
山
国
男
五
万
円
▽
木
村
渥
美
一
万
 

円。 

敬
称
略
ー
 

圏
昭
和
五
＋
五
年
度
共
同
募
金
歳
末
助
 

け
合
い
運
動
福
祉
バ
ザ
ー
に
よ
る
益
 

金
（
＋
八
万
七
千
四
百
九
＋
九
円
）
 

赤
池
町
共
同
募
金
会
 

道
）
並
び
に
清
原
義
則
氏
（
徳
人
原
）
 

の
両
氏
に
よ
り
厳
正
な
監
査
が
行
わ
れ
、
 

二
月
十
七
日
に
全
日
程
を
終
え
ま
し
た
。
 

特
に
、
現
在
赤
字
財
政
再
建
と
い
う
 

大
き
な
問
題
を
か
か
え
て
い
る
現
状
、
 

子
算
執
行
状
況
等
に
つ
い
て
入
念
な
監
 

査
が
行
わ
れ
、
財
源
の
確
保
及
び
支
出
 

経
費
の
節
約
等
に
つ
い
て
、
今
後
こ
の
 

対
策
に
一
層
の
努
力
を
行
う
よ
っ
指
摘
 

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
 

峯
 
業
 
峯
 
I
 
峯
 
峯
 
峯
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た
だ
け
で
、
す
す
ん
で
部
落
差
別
を
な
 

く
そ
う
と
す
る
政
策
は
と
り
ま
せ
ん
で
 

し
た
。
ま
た
、
学
校
や
社
会
や
家
庭
の
 

中
で
、
同
和
問
題
に
対
す
る
正
し
い
教
 

育
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
 

就
職
や
結
婚
、
教
育
、
そ
の
他
の
差
別
 

は
少
し
も
な
く
な
リ
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

今
、
わ
た
し
た
ち
の
社
会
生
活
は
、
 

基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
市
民
社
会
 

同
和
問
題
を
全
町
民
の
も
の
に
 

ら
ず
、
百
年
後
の
今
日
も
な
お
複
雑
な
 

か
た
ち
で
こ
の
社
会
の
中
に
根
強
く
生
 

き
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
 

そ
の
理
由
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
ま
 

す
が
、
な
か
で
も
明
治
以
降
の
政
治
の
 

あ
り
方
と
社
会
の
あ
り
方
を
あ
げ
る
・
」
 

と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
明
治
以
降
の
 

政
治
は
、
富
国
強
兵
、
殖
産
興
業
は
す
 

す
め
ま
し
た
が
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
 

は
か
た
ち
だ
け
の
「
解
放
令
」
を
出
し
 

の
性
格
を
も
ち
な
が
ら
、
 
一
方
で
は
人
 

権
が
無
視
さ
れ
る
封
建
的
な
性
格
を
あ
 

わ
せ
も
っ
て
い
ま
す
。
 

た
と
え
ば
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
の
 

中
に
は
、
昔
な
が
ら
の
言
い
伝
え
や
、
 

し
き
た
り
に
し
ば
ら
れ
た
り
、
家
柄
や
 

格
式
を
重
ん
じ
た
り
、
男
尊
女
卑
の
考
 

え
や
迷
信
、
非
合
理
的
な
偏
見
、
時
代
 

お
く
れ
の
意
識
な
ど
が
根
強
く
生
き
残
 

っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
矛
盾
や
問
題
が
、
 

H
「」 

い
ろ
い
ろ
差
別
を
生
か
す
土
壊
が
あ
る
 

限
り
、
わ
た
し
た
ち
の
「
人
間
ら
し
く
 

生
き
た
い
。
」
、
と
い
う
願
い
を
踏
み
に
 

じ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
 

杜
会
の
中
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
矛
盾
や
 

問
題
の
中
で
、
も
っ
と
も
深
刻
で
重
大
 

な
社
会
問
題
が
ク
同
和
問
題
力
で
あ
り
 

ま
す
。
こ
の
問
題
に
焦
点
を
あ
て
て
、
 

そ
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
民
族
 

差
別
や
心
身
障
害
者
な
ど
に
対
す
る
差
 

別
の
問
題
も
含
め
て
、
わ
た
し
た
ち
み
 

ん
な
の
身
の
回
り
を
よ
く
し
よ
う
と
す
 

る
取
り
組
み
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
。
 

こ
の
よ
フ
に
考
え
ま
す
と
、
同
和
間
 

題
は
同
和
地
区
の
人
だ
け
の
特
別
の
間
 

題
で
は
な
く
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
 

り
の
生
活
と
大
変
深
く
か
か
わ
っ
て
い
 

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
・
」
 

の
問
題
は
決
し
て
他
人
ご
と
で
は
あ
り
 

ま
せ
ん
。
 

つ
づ
く
 

☆ 和
名
 
弥
生
（
や
よ
い
）
 

風
も
雨
も
日
ま
し
に
あ
た
た
か
く
、
 

草
木
が
弥
ま
し
に
生
い
茂
げ
る
月
と
い
 

ら善心。 

1
日
（
日
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
晦
ン
タ
世
 

全
国
緑
化
運
動
 

3
日
（
火
）
 

耳
の
日
 

ひ
な
ま
つ
り
 

6
日
（
金
）
皇
后
誕
生
日
 
啓
塾
 

7
日
（
土
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
声
タ
m
) 

消
防
記
念
日
 

8
日
（
日
）
国
際
婦
人
デ
ー
 

15 

日
（
日
）
赤
池
中
学
校
卒
業
式
 

16 

日
（
月
）
所
得
税
確
定
申
告
締
切
り
 

町
県
民
税
申
告
締
切
り
 

17 

日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
押
往
）
 

18 

日
（
水
）
 

彼
岸
入
り
 

19 

日
（
木
）
 

上
野
小
学
校
立
‘
季
A
 

市
場
小
学
校
卒
業
式
 

21 

日
（
土
）
 

春
分
の
日
 

22 

日
（
日
）
 

放
送
記
念
日
 

23 

日
（
月
）
 

ふ
み
の
日
 
世
界
気
象
デ
ー
 

24 

日
（
火
）
 

彼
岸
明
け
 

25 

日
（
水
）
 

四
保
育
所
卒
園
式
 

電
気
記
念
日
 

27 

日
（
金
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
押
住
）
 

31 

日
（
火
）
会
計
年
度
末
 

学
校
教
育
法
公
布
記
念
日
 

学
年
年
度
末
 

▼
社
会
は
お
互
い
の
協
力
と
理
解
で
成
 

立
す
る
。
常
識
が
そ
の
た
め
の
ル
ー
 

ル
で
あ
る
▲
 

，
ノ
 

固
定
資
産
税
台
帳
の
縦
覧
 

▼
と
き
 
3
月
2

日
1
3
月
 23 

日
 

午
前
8
時
 30 

分
ー
午
後
4
時
 30 

分
（
 

但
し
、
日
曜
日
、
祭
日
は
除
き
ま
す
。
 

又
、
土
曜
日
は
 12 

時
 15 

分
ま
で
）
 

▼
と
こ
ろ
 
赤
池
町
役
場
税
務
徴
収
課
 

囲
 
昭
和
五
十
五
年
中
（
一
月
一
日
 

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
）
家
屋
を
 

新
築
、
増
築
を
さ
れ
た
方
、
又
、
土
地
 

を
購
入
し
た
人
、
家
屋
の
所
有
権
の
移
 

転
が
出
来
た
人
は
、
自
分
の
固
定
資
産
 

評
価
額
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
 

蚕
女
の
方
が
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
 

そ
の
た
め
関
係
者
に
課
税
台
帳
の
縦
 

覧
の
際
、
自
分
の
固
定
資
産
評
価
額
に
 

異
議
の
あ
る
方
は
、
異
議
の
申
し
立
て
 

を
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
 

お
り
ま
す
。
 

固
定
資
産
税
の
 

納
期
前
納
付
制
度
 

四
月
は
固
定
資
産
税
の
課
税
通
知
書
 

タ
ュ
首
様
に
お
届
け
し
ま
す
が
、
同
時
に
 

一
期
分
か
ら
四
期
分
ま
で
の
納
付
書
も
 

併
せ
て
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
 

一
期
分
の
固
定
資
産
税
を
納
付
さ
れ
 

る
と
き
、
四
期
分
ま
で
の
納
期
前
納
付
 

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
毎
年
、
こ
の
 

制
度
を
利
用
さ
れ
る
方
が
大
幅
に
増
え
 

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
納
期
毎
に
納
め
 

る
手
数
が
は
ぶ
け
る
こ
と
と
、
大
変
有
 

利
な
納
期
割
戻
金
が
あ
る
か
ら
で
す
。
 

一
度
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

l 



(5） 第218号 昭和56年3月1日 い け か
 

あ
 

報
 

広
 

第218号 昭和56年3月1日 け
 

、 カ、 し あ
 

報
 

広
 

保
険
料
が
改
正
さ
れ
ま
す
 

「
四
月
か
ら
月
額
四
、
五
〇
〇
円
』
 

あ
な
た
の
老
後
の
生
活
を
守
る
国
民
 

主
ム
皿
も
年
ご
と
に
改
善
さ
れ
、
着
実
に
 

頼
り
に
な
る
年
金
へ
成
長
を
続
け
て
い
 

ま
す
。
今
年
も
ま
た
、
物
価
に
ス
ラ
イ
 

ド
し
て
約
七
督
の
年
金
額
の
弓
上
げ
が
 

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
年
金
額
は
引
上
げ
ら
 

れ
る
一
方
、
平
均
寿
命
の
伸
び
と
と
も
 

に
受
給
者
は
増
え
、
受
給
期
間
は
長
く
 

な
り
、
こ
の
給
付
の
た
め
の
費
用
は
急
 

増
を
続
け
て
い
ま
す
。
 

適
正
負
担
に
ご
理
解
を
 

こ
う
し
た
給
付
費
に
見
合
う
必
要
な
 

保
険
料
（
平
準
保
険
料
）
は
、
数
理
計
 

算
上
八
千
円
程
度
に
な
り
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
こ
の
国
民
年
金
の
収
支
の
 

バ
ー
フ
ン
ス
を
と
り
、
制
度
を
健
全
な
も
 

の
と
す
る
た
め
に
四
月
か
ら
保
険
料
が
 

四
千
五
百
円
に
改
定
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
 

皆
さ
ん
の
負
担
も
増
え
て
き
ま
す
が
、
 

よ
り
よ
い
年
金
を
受
け
と
る
た
め
、
皆
 

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
 

ます。 
圏
国
民
年
金
保
険
料
は
 

四
月
末
日
ま
で
に
…
・
 

昭
和
五
十
五
年
四
月
か
ら
昭
和
五
十
 

題 「雪の 日」 

優秀作品に “三宅嘉一さん，, 

2月例会 『写団フアミリー』 

2月13日圏、午後7時から町民会館において、会員8名が出席し、 

作品95点の合評をしました。 

〈今月の優秀作家〉 

一席「三宅嘉一」 二席「太田勝正」 三席「岡部日出朗」 四 

席「戸塚栄太郎」 五席「光井英っ 

（評） 今月は三宅さんの作品ですが、雪の日の情景が実に良く表 

現出来ています。又、人物を中心より少し後に配置しているのが、 

この写真を見やすくしていると思います。 

少し難をいえば、足元の黒いくいの部分を暗室の中で少し覆い焼 

きをして消してやると、もっと、すっきりした作品に仕上がるので 

はないでしょうか。 （早谷克粘） 

、 

、
 

、 の
 

文芸ー 

面
 
影
 池

田
 

一
歩
 

永
い
俳
歴
と
そ
の
実
力
は
、
筑
豊
は
 

Jし
と
レ
よ
り
『
 

九
州
一
円
に
高
く
評
価
さ
 

れ
て
い
た
高
橋
し
げ
を
氏
が
突
然
倒
れ
、
 

日
を
置
か
ず
計
報
に
接
し
、
惨
然
と
し
 

た
次
第
で
す
。
年
明
け
の
九
日
、
十
日
 

六
年
三
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
 

は
、
四
月
末
日
ま
で
に
納
め
な
い
と
今
 

お
手
元
に
あ
る
役
場
発
行
の
納
付
書
で
 

は
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
 

そ
し
て
国
の
納
付
書
で
銀
行
や
郵
便
 

局
に
払
い
込
む
か
、
ま
た
は
直
接
社
会
 

保
険
事
務
所
に
出
向
い
て
納
め
る
と
い
 

う
大
変
面
倒
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

こ
う
し
た
面
倒
な
こ
と
に
な
ら
な
い
 

よ
う
、
昭
和
五
十
五
年
度
の
保
険
料
は
 

必
ず
四
月
末
日
ま
で
に
納
め
て
下
さ
い
。
 

も
し
、
納
め
忘
れ
る
と
…
・
 

保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
せ
 

ん
と
、
万
一
け
が
を
し
た
り
、
ご
主
人
 

を
亡
く
し
た
り
し
た
と
き
、
障
害
年
金
 

や
母
子
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
は
 

勿
論
、
老
齢
年
金
さ
え
も
受
け
ら
れ
な
 

い
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

事
故
が
あ
っ
て
か
ら
、
あ
と
で
納
め
 

て
も
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
必
ず
納
期
 

限
ま
で
に
納
め
る
よ
フ
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

主
婦
の
ノ
 

か
か
り
や
す
い
病
気
 

圏
 

貧
 
血
 

①
貧
血
と
は
 

女
性
の
か
ら
だ
は
、
毎
月
の
生
理
の
 

) 
,

<

 

に
か
け
て
鶴
見
吟
行
へ
同
行
し
た
ば
か
 

り
の
矢
先
で
し
た
。
 

高
橋
氏
は
仕
事
の
上
で
も
恵
ま
れ
た
 

境
遇
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
 

う
し
た
愚
痴
や
不
満
を
こ
ぼ
す
こ
と
な
 

ノ

＋

ぶ

 

く
、
胸
に
煉
る
不
満
を
上
手
に
昇
華
さ
 

せ
、
俳
句
で
燃
焼
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
 

氏
の
本
質
な
り
才
能
は
、
俳
句
の
中
 

に
時
に
は
鋭
く
現
れ
て
く
る
こ
と
に
驚
 

か
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

●
椿
落
つ
色
が
音
生
み
雪
の
上
に
 

●
草
の
架
柁
あ
る
ご
と
く
も
の
を
よ
け
 

し
げ
を
 

あ
る
い
は
、
壱
岐
吟
行
の
折
に
 

●
壱
岐
に
来
て
う
に
飯
攻
め
に
あ
ひ
に
 

け
り
 

し
げ
を
 

関
係
な
ど
も
あ
っ
て
、
貧
血
に
な
り
や
 

す
く
で
き
て
い
ま
す
。
 

貧
血
と
は
、
赤
血
球
の
中
に
含
ま
れ
 

る
血
色
素
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
）
の
量
の
 

少
な
い
こ
と
。
つ
ま
り
、
血
の
薄
い
こ
 

と
で
す
。
血
色
素
は
体
中
の
組
織
や
細
 

胞
に
酸
素
を
運
ぶ
役
目
を
し
て
お
り
、
 

こ
れ
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
か
ら
 

だ
が
酸
素
不
足
と
な
り
、
健
康
に
障
害
 

を
う
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

⑦
賃
血
の
症
状
 

貧
血
で
は
、
ど
う
き
、
息
切
れ
、
め
 

ま
い
な
ど
が
早
め
に
現
わ
れ
る
症
状
で
 

す
。
か
ら
だ
を
急
に
動
か
し
た
り
、
階
 

段
を
急
に
上
っ
た
り
す
る
と
き
な
ど
、
 

と
く
に
感
じ
ま
す
。
 

ま
た
、
疲
れ
や
す
く
な
っ
た
り
、
食
 

欲
が
無
く
な
っ
た
り
、
仕
事
を
し
て
も
 

根
気
が
続
か
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
 

貧
血
に
よ
っ
て
皮
膚
の
色
が
青
白
く
 

な
り
、
そ
の
た
め
顔
色
が
す
ぐ
れ
ず
、
 

爪
の
色
も
艶
が
無
く
な
っ
て
白
く
な
り
 

ま
す
。
し
か
し
、
貧
血
が
徐
々
に
進
む
 

と
き
は
、
自
覚
症
状
が
現
わ
れ
ず
、
本
 

人
も
貧
血
に
な
か
な
か
気
づ
か
な
い
こ
 

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
 

③
貧
血
の
予
防
 

女
性
の
貧
血
の
大
部
分
は
、
鉄
分
が
 

不
足
す
る
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
 

を
鉄
欠
乏
性
貧
血
と
い
い
ま
す
。
し
た
 

が
っ
て
、
こ
の
貧
血
を
予
防
す
る
に
は
、
 

鉄
分
を
と
れ
ば
よ
い
わ
け
で
す
。
 

鉄
分
が
必
要
な
理
由
は
、
血
色
素
の
 

成
分
の
一
部
に
鉄
分
が
含
ま
れ
て
い
る
 

か
ら
で
す
。
鉄
分
が
な
く
て
は
血
色
素
 

等
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
句
作
心
も
そ
な
え
、
 

真
に
多
才
な
才
能
を
垣
問
見
る
思
い
が
 

し
ま
し
た
。
 

氏
の
生
き
来
し
方
を
見
つ
め
る
時
、
 

人
生
に
お
け
る
ー
つ
の
教
訓
を
身
を
以
 

っ
て
示
し
て
く
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
 

す
。
男
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
希
望
や
野
心
 

は
あ
る
も
の
で
、
同
時
に
運
、
不
運
も
 

つ
き
も
の
で
す
。
 

し
か
し
、
不
運
に
対
し
泣
き
事
を
い
 

わ
ず
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
俳
句
に
完
 

全
燃
焼
し
て
い
た
こ
と
は
、
秋
の
日
の
 

爽
か
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
 

氏
の
真
塾
な
心
境
に
は
遠
く
及
ぶ
べ
 

く
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
思
い
を
深
く
さ
 

せ
ら
れ
ま
し
た
。
世
に
、
よ
く
あ
れ
は
 

は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
血
液
全
体
 

か
ら
み
る
と
、
タ
ン
パ
ク
質
が
無
く
て
 

は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
鉄
分
を
摂
取
す
 

る
と
同
時
に
、
タ
ン
パ
ク
質
も
充
分
に
 

と
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
 

血
液
を
作
る
に
は
、
こ
れ
以
外
に
、
 

葉
酸
、
ビ
タ
ミ
ン
c
、
ビ
タ
ミ
ン
』
が
 

必
要
で
す
。
 

こ
れ
ら
の
必
要
な
栄
養
素
を
含
ん
で
 

い
る
食
事
を
充
分
と
る
こ
と
、
す
な
わ
 

ち
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
の
摂
取
 

が
何
よ
り
大
切
で
す
。
 

④
賃
血
を
防
ぐ
食
事
 

血
液
に
は
、
自
倉
貝
の
タ
ン
パ
ク
質
、
 

鉄
分
、
ビ
タ
ミ
ン
』
、
葉
素
が
必
要
で
 

す。 ●
鉄
分
の
多
い
食
品
（
卵
黄
、
レ
バ
ー
、
 

鯨
肉
、
ほ
う
れ
ん
草
、
ひ
じ
き
、
小
松
 

菜） 
●
葉
酸
の
多
い
食
品
（
大
豆
、
レ
バ
ー
、
 

酵
母
、
緑
黄
野
菜
）
 

●
ビ
タ
ミ
ン
』
の
多
い
食
品
（
牛
乳
、
 

レ
バ
ー
、
海
そ
う
、
納
豆
）
な
ど
。
 

/ 

胃
ガ
ン
検
診
実
施
 

次
の
と
お
り
胃
ガ
ン
検
診
を
実
 

施
い
た
し
ま
す
。
 

▼
と
き
 
3
月
9

日
の
 
8
時
 30 

分
よ
り
9
時
 30 

分
 
時
間
厳
守
。
 

▼
と
こ
ろ
 
町
同
和
対
策
中
央
研
 

修
所
。
 

▼
料
金
2
、
7
0
0
円
（
個
人
負
担
 

金
1
、
0
0
0
円
）
社
会
衛
生
係
 

ノ 

、 

ノ
 

本
物
、
い
や
偽
物
と
取
り
沙
汰
は
絶
え
 

な
い
も
の
で
す
が
、
少
し
で
も
本
物
に
 

近
づ
き
た
い
と
念
ず
る
次
第
で
す
。
 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
祈
り
上
げ
ま
す
。
 

●
寒
梅
の
香
の
面
影
を
ま
の
あ
た
り
 

●
偲
び
出
に
ま
た
こ
み
あ
げ
て
冬
の
月
 

●
友
の
計
に
有
明
け
月
の
冷
ま
じ
く
 

●
冬
菜
畑
残
し
て
主
逝
か
れ
け
り
 

●
探
梅
の
約
束
し
た
る
矢
先
に
て
 

●
寒
椿
こ
よ
な
く
愛
し
た
る
人
よ
 

一 

歩
 

つ
 
れ

づ

 れ
 
に

⑩

 

（
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
）
 

松
本
た
か
L
 

●
齢
が
い
も
な
く
杯
重
ね
年
忘
る
 

●
元
朝
や
福
智
の
山
頂
晴
れ
晴
れ
と
 

●
な
が
な
が
と
初
湯
に
つ
か
り
世
を
い
 

ン」、つ 

●
手
を
合
し
初
空
拝
す
老
い
す
が
た
 

●
一
大
事
年
酒
の
過
ぎ
て
不
随
の
徴
 

つ
づ
く
 

・T
ー
 

＋
ー
 

＋
ー
 

＋
ー
 

＋
ー
 

＋
ー
 

＋
ー
 

一
一
」
」
」
」
ノ
ノ
ノ
ノ
 

飼
犬
は
必
ず
ク
サ
リ
で
 

つ
な
い
で
お
き
ま
し
よ
う
 

近
ご
ろ
新
聞
紙
上
で
、
犬
に
よ
る
死
 

亡
事
故
等
の
記
事
が
多
く
見
ら
れ
、
近
 

隣
の
方
城
町
で
も
、
子
供
が
野
犬
に
咳
 

み
つ
か
れ
て
死
亡
す
る
と
い
う
事
故
が
 

つ
い
最
近
起
き
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
衛
生
係
で
は
飼
犬
 

の
放
し
飼
い
を
し
な
い
よ
う
に
厳
し
く
 

取
締
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
犬
を
 

見
か
け
た
ら
、
野
犬
退
治
と
し
て
保
健
 

所
と
の
連
携
の
も
と
に
捕
獲
い
だ
し
ま
 

す
の
で
、
飼
主
の
方
は
十
分
注
意
を
し
 

て
お
い
て
下
さ
い
。
 

又
、
野
犬
捕
獲
を
行
う
場
合
、
毎
週
 

期
日
を
定
め
て
行
っ
て
お
り
、
わ
な
を
 

使
用
す
る
こ
と
の
ほ
か
は
一
切
捕
獲
に
 

つ
い
て
の
広
報
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

▼
注
意
事
項
廿
飼
犬
が
人
を
か
ん
だ
時
 

は
、
飼
主
は
す
み
や
か
に
町
長
に
届
 

け
出
る
と
と
も
に
、
そ
の
飼
犬
に
つ
 

い
て
獣
医
師
の
検
診
を
受
け
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
。
又
、
そ
の
犬
が
逃
げ
 

た
り
、
人
に
危
害
を
加
え
な
い
よ
う
 

措
置
し
、
厳
重
な
ク
サ
リ
、
綱
等
で
 

つ
な
ぎ
、
若
し
く
は
堅
固
な
ロ
輪
を
 

か
け
、
ま
た
厳
重
な
オ
リ
に
入
れ
て
 

ニ
週
間
は
保
管
し
て
お
か
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
。
 

野
犬
捕
獲
日
 

J J 
o
毎
週
木
曜
日
 

社
会
衛
生
係
 

ご
み
等
の
不
法
投
棄
は
 

万
 

ガ
 

ク
 

ク
 

ク
 

ガ
 

”
 

“
 

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
 

み
な
さ
ま
の
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
 

か
ら
ク
リ
ー
ン
な
町
づ
く
り
を
ノ
 

最
近
、
各
地
で
ご
み
等
の
不
法
投
棄
 

が
見
う
け
ら
れ
ま
す
。
 

又
、
春
暖
か
く
な
る
と
、
行
楽
地
な
 

ど
で
ク
ご
み
や
空
か
ん
4

の
投
げ
す
て
 

が
見
ら
れ
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
ク
ご
み
4

が
自
然
環
境
 

を
阻
害
す
る
だ
け
で
な
く
、
悪
臭
や
一
一
 

次
汚
染
の
原
因
と
な
り
、
問
題
を
引
き
 

お
こ
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

町
内
一
円
の
清
潔
の
保
持
と
環
境
美
 

化
の
た
め
、
 

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
 

し
ま
す
。
又
、
粗
大
「
」
み
（
冷
蔵
庫
、
 

テ
レ
ビ
、
ミ
シ
ン
、
タ
ン
ス
、
机
等
）
 

の
処
理
に
困
っ
て
い
る
方
は
、
ご
み
回
 

収
業
者
に
相
談
を
し
て
下
さ
い
。
 

血
 

献
 
×
？
り
ノ
 

に
墜
 

だ
れ
に
で
も
で
き
る
人
だ
す
け
 

▼
と
き
 
3
月
 13 

日
（
金
）
 

〇
午
前
 10 

時
ー
午
後
1
時
ま
で
 

〇
赤
池
商
事
前
 

▼
と
き
 
3
月
 13 

日
（
金
）
 

〇
午
後
2
時
I
午
後
4
時
ま
で
 

〇
赤
池
町
役
場
前
 

ー
社
会
衛
生
係
ー
 

 ノ 



(7〕 第218号 
け 昭和56年3月1日 （6) し、 カ・ あ

 
報
 

広
 

第218号 
昭和56年3月1日 け

 
し、 か

 
あ
 

報
 

広
 

新
学
期
ま
で
あ
と
わ
ず
か
。
 

新
入
学
児
童
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
で
 

は
、
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
な
が
ら
、
 

入
学
の
準
備
に
な
に
か
と
お
忙
し
い
一
】
 

と
で
し
ょ
う
。
 

お
子
さ
ん
の
入
学
に
あ
た
っ
て
忘
れ
 

て
は
な
ら
な
い
こ
と
の
ー
つ
に
、
交
通
 

ル
ー
ル
の
し
つ
け
が
あ
り
ま
す
。
 

い
ま
ま
で
は
、
比
較
的
家
の
近
所
で
 

遊
ん
で
い
た
子
供
た
ち
も
、
学
校
に
通
 

エンゼルクイズ 

【第55回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1、航空機の出発時刻とは次のどの瞬間を基 

準とする？ 

④航空機のドアを閉めた時 

⑧車輪が回転を始めた時 

＠棚塗許可がおりた時 

2 、アメリカから日本ヘハガキを出す場合、 

その料金はどこの国の収入となる？ 

④アメリカ ⑧日本 （0折半 

3 、上野の山の西郷像、彼がはいている履物 

は？ 

④裸足 ⑧下駄 ＠草履 

4' 「天の川」を英語で何という？ 

④ミルキーウェイ ⑧シルバーウェイ 

＠シルバースターロード 

5 、ハヤシライスの“ハヤシ，．の本来の意味 

は？ 

④肉の細切り ⑧玉ねぎのみじん切り 

＠ジャガイモのコマ切り 

〔応募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、3月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンセ’ルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

レ例 問題l B 問題2 B 問題3 C 

【第54回の解答】 

1 ④ 2 ⑧ 3 @ 

~新入学児童の交通安全

交通ルールを親子で語ろう 

新たに青色申 
告をする方へ 

」
っ
よ
・
っ
に
な
る
 

と
、
そ
の
行
き
 

帰
り
を
初
め
、
 

新
し
い
友
だ
ち
 

も
で
き
る
な
ど
 

し
て
、
行
動
範
 

囲
は
し
だ
い
に
 

広
が
っ
て
い
き
 

ま
す
。
 

こ
こ
で
気
を
 

つ
け
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
の
が
 

交
通
事
故
で
す
。
 

毎
年
、
こ
の
 

時
季
は
、
新
入
 

学
児
童
の
交
通
 

事
故
が
目
立
ち
 

ま
す
。
入
学
を
 

前
に
、
正
し
い
 

交
通
ル
ー
ル
に
 

つ
い
て
、
い
ま
 

一
度
親
子
で
よ
 

く
話
し
合
い
ま
 

し
ょ
』
つ
。
 

業
 
W' 
”●→ 

「
飛
び
出
し
」
に
よ
る
事
故
が
約
七
割
 

子
供
の
交
通
事
故
で
一
番
多
い
の
は
、
 

い
わ
ゆ
る
「
飛
び
出
し
」
で
す
。
 

警
察
庁
の
統
計
に
よ
リ
ま
す
と
、
昭
 

和
五
十
四
年
の
幼
児
と
小
学
生
の
交
通
 

事
故
の
う
ち
六
六
％
、
つ
ま
り
全
体
の
 

七
割
近
く
が
路
地
か
ら
大
通
り
な
ど
へ
 

の
「
飛
び
出
し
」
が
原
因
と
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

小
学
生
の
「
飛
び
出
し
」
に
よ
る
事
 

故
は
、
 

一
ー
三
年
生
が
四
ー
六
年
生
に
 

比
べ
て
約
四
倍
に
も
の
ぽ
っ
て
お
リ
、
 

低
学
年
ほ
ど
危
険
が
多
い
こ
と
を
物
語
 

っ
て
い
ま
す
。
 

「
飛
び
出
し
」
に
次
い
で
事
故
件
数
 

の
多
い
の
は
「
横
断
中
の
事
故
」
 
で、 

停
車
し
て
い
る
車
や
、
走
っ
て
い
る
車
 

の
直
前
直
後
の
横
断
、
信
号
無
視
、
路
 

上
で
遊
ん
で
い
て
 

な
ど
と
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

子
供
の
行
動
特
性
を
知
ろ
う
 

子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
に
は
、
 

ま
ず
子
供
の
行
動
の
特
性
を
よ
く
知
る
 

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
い
く
つ
か
を
 

あ
げ
て
み
ま
す
と
 

▼
子
供
は
ー
つ
の
こ
と
に
気
が
向
 

) 
) 

O
〇
O

〇
O
o
 

お
済
み
で
す
か
 

青
色
申
告
申
請
書
の
提
出
 

青
色
申
告
の
お
勧
め
 

所
得
税
の
確
定
申
告
ば
三
月
十
六
日
 

ま
で
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
所
得
税
の
申
 

告
に
「
青
色
申
告
」
と
い
う
制
度
が
あ
 

る
の
を
ご
存
知
で
す
か
。
事
業
所
得
や
 

不
動
産
所
得
、
又
は
山
林
所
得
に
つ
い
 

て
、
毎
日
の
取
引
き
を
正
確
に
記
録
し
、
 

そ
の
記
録
に
基
づ
い
て
申
告
タ
干
ノ
れ
ば
、
 

所
得
や
税
額
の
計
算
な
ど
で
、
い
ろ
い
 

ろ
有
利
な
取
扱
い
を
受
け
る
と
い
う
の
 

が
青
色
申
告
の
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
 

に
は
四
十
二
種
類
の
特
典
が
あ
り
、
ま
 

た
、
帳
簿
を
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 

経
営
の
合
理
化
に
も
役
立
ち
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
青
色
申
告
を
始
め
ら
れ
る
 

方
は
、
三
月
十
六
日
ま
で
に
「
青
色
申
 

告
承
認
申
請
書
」
を
税
務
署
に
お
出
し
 

く
だ
さ
い
。
 

ま
わ
り
の
も
の
が
目
に
入
ら
な
く
な
 

る
。
ボ
ー
ル
が
道
路
に
こ
ろ
が
り
出
 

す
と
、
つ
い
走
リ
出
す
の
も
そ
の
た
 

め
で
す
。
 

▼
も
の
ご
と
を
単
純
に
し
か
理
解
で
き
 

な
い
。
い
つ
で
も
、
黄
色
い
小
旗
を
 

あ
げ
る
と
、
車
は
必
ず
止
ま
る
と
思
 

い
こ
み
が
ち
で
す
が
、
車
は
急
に
は
 

止
ま
れ
ま
せ
ん
。
 

▼
「
あ
ぷ
な
い
よ
」
 
と
か
「
注
意
し
な
 

さ
い
よ
」
と
い
う
抽
象
的
な
言
葉
だ
 

け
で
は
、
具
体
的
な
行
動
と
結
び
つ
 

け
て
理
解
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
。
 

▼
信
号
無
視
を
し
て
い
る
大
人
や
年
上
 

の
子
供
を
見
る
と
、
す
ぐ
ま
ね
を
し
 

た
リ
、
自
分
で
状
況
を
判
断
し
な
い
 

で
、
大
人
や
年
上
の
子
に
依
存
し
が
 

ち
で
、
人
の
流
れ
に
た
よ
っ
て
、
信
 

号
も
み
な
い
で
横
断
歩
道
を
平
気
で
 

渡
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。
 

▼
物
の
か
げ
で
遊
ぶ
傾
向
が
あ
る
。
例
 

え
ば
、
空
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
入
っ
た
 

り
、
車
の
そ
ば
で
遊
び
た
が
る
。
 

農
業
用
動
力
耕
う
ん
機
等
 

の
軽
油
に
か
か
る
軽
油
引
 

取
税
の
課
税
免
除
申
請
 

農
業
を
営
む
人
が
、
農
業
用
に
使
用
 

す
る
動
力
耕
う
ん
機
等
の
動
力
源
に
用
 

い
る
軽
油
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
申
請
 

に
よ
り
軽
油
引
取
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
 

申
請
受
付
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▼
と
き
 
3
月
 16 

日
卿
 

午
前
 10 

時
ー
午
後
3
時
 

▼
と
こ
ろ
 

田
川
農
協
赤
池
支
所
 

▼
該
当
者
 
農
業
を
営
む
者
（
兼
業
農
 

家
を
含
む
。
機
械
を
共
同
で
使
用
し
 

て
い
る
場
合
は
、
共
同
で
申
請
で
き
 

ま
す
。
）
 

▼
申
請
に
必
要
力
墨
甘
類
 

①
耕
作
証
明
書
（
当
日
、
農
業
委
員
会
 

職
員
が
現
地
で
受
付
、
発
行
し
ま
す
。
 

)

 

②
機
械
の
所
有
を
証
す
る
書
類
（
売
渡
 

し
を
証
明
す
る
も
の
、
又
は
貸
借
契
 

約
書
等
機
械
の
名
称
、
馬
力
数
が
必
 

要。） 

③
ェ
ン
ジ
ン
番
号
の
複
写
（
薄
紙
等
で
 

上
か
ら
複
写
す
れ
ば
可
。
〕
 

④
年
間
見
込
数
量
等
の
算
出
基
礎
（
耕
 

う
ん
回
数
等
、
機
械
の
稼
動
基
礎
。
）
 

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は
 

お
済
み
で
し
ょ
う
か
 

所
得
税
の
確
定
申
告
の
期
限
は
三
月
 

十
六
日
で
す
が
、
も
っ
、
お
済
み
で
し
 

ょ
う
か
。
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
 

税
務
署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
か
ら
、
早
 

め
に
申
告
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
 

確
定
申
告
書
は
、
記
載
例
な
ど
を
参
 

考
に
し
て
、
自
分
で
記
入
し
て
提
出
し
 

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
告
の
こ
と
で
 

お
分
か
り
に
な
ら
な
い
と
き
は
、
お
気
 

軽
に
税
務
署
や
納
税
相
談
会
場
に
ご
相
 

談
く
だ
さ
い
。
 

ご
存
じ
で
す
か
？
・
 

便
利
な
「
振
替
納
税
」
 

所
得
税
を
納
め
る
の
に
便
利
な
」
を
」
仏
 

と
し
て
、
「
振
替
納
税
」
の
制
度
が
あ
る
 

の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
 

こ
れ
は
、
あ
ら
か
じ
め
税
務
署
と
金
 

融
機
関
に
所
定
の
手
続
き
を
し
て
お
き
 

ま
す
と
、
銀
行
な
ど
の
預
金
口
座
か
ら
 

振
替
に
よ
っ
て
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
 

る
制
度
で
す
。
忙
し
い
と
き
な
ど
に
は
、
 

つ
い
納
税
の
期
限
を
忘
れ
が
ち
で
す
。
 

納
税
に
便
利
な
「
振
替
納
税
」
を
、
こ
 

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
金
融
機
関
、
税
務
 

署
、
又
は
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
 

さ
い
。
 

青
空
（
違
法
）
駐
車
は
 

絶
対
に
や
め
て
下
さ
い
 

最
近
、
住
宅
街
等
に
お
い
て
長
時
間
 

に
わ
た
っ
て
道
路
を
不
法
占
拠
す
る
、
 

い
わ
ゆ
る
青
空
駐
車
が
目
立
っ
て
多
く
 

な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

,
 

こ
れ
等
の
違
法
駐
車
は
、
そ
の
地
域
 

に
お
け
る
交
通
事
故
や
交
通
混
雑
の
誘
 

発
原
因
と
な
っ
て
お
る
ば
か
り
か
、
消
 

火
活
動
、
救
護
活
動
の
妨
害
、
更
に
は
 

住
民
間
の
ト
ラ
ブ
ル
の
要
因
と
な
る
等
、
 

交
通
秩
序
の
維
持
や
住
民
生
活
の
安
定
 

に
著
し
い
支
障
を
き
た
し
て
い
る
と
こ
 

ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
様
な
こ
と
か
ら
、
青
空
駐
車
す
 

る
車
両
の
一
掃
を
強
力
に
推
進
し
て
行
 

く
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
特
に
 

関
係
機
関
、
団
体
の
皆
様
の
ご
理
解
と
 

ご
支
援
を
基
盤
と
し
、
地
域
、
職
域
ぐ
 

る
み
の
幅
広
い
参
加
に
よ
る
保
管
場
所
 

の
整
備
や
環
境
対
策
、
更
に
は
青
空
駐
 

車
一
掃
等
の
運
動
が
展
開
さ
れ
、
町
民
 

の
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
覚
あ
る
行
動
を
 

と
る
よ
っ
に
お
願
い
し
ま
す
。
 

田
川
警
察
署
 

④
 

に
。
 ④

 
4
 

【正解者】 

今回の応募総数9通のうち、正解者はあり 

ませんでした。 

(3 月の休館日〕 

2 日、 9 日、16日、21日 

23日、30日 

〔演 芸 日〕 

1 日、 5 日、 8 日、12日 

15日、19日、22日、26日 

28日、29日 
、一 

~〔福祉バス運行日〕 

I l 日、 4日、 5 日、7 日 

! 8 日、11日、12日、14日 

, 15日、18日、19日、22日 

t 25日、26日、29日 

I〔仏教法話会〕 

~ 14日出 午前11時より 

⑤
印
か
ん
 

⑥
昨
年
申
請
さ
れ
た
方
は
、
印
か
ん
と
 

耕
作
証
明
書
、
免
税
軽
油
使
用
者
証
、
 

前
年
分
の
消
費
実
績
の
明
細
及
び
返
 

納
免
税
証
。
 

※
三
月
十
六
日
に
申
請
手
続
き
の
で
 

き
な
い
人
は
、
三
月
二
十
三
日
、
午
前
 

十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
田
川
財
務
事
 

務
所
（
総
合
庁
舎
二
階
）
で
受
付
け
が
 

あ
り
ま
す
。
 

ロ
 
ロ
 
ロ
ロ
 
ロ
 
ロ
ロ
 
ロ
 
口
 

『
農
地
』
を
転
用
す
る
時
は
 

役
場
農
業
委
員
会
ま
で
・
・
・
 

自
分
の
土
地
で
あ
っ
て
も
、
農
地
を
 

農
地
以
外
（
宅
地
及
び
雑
種
地
等
）
に
 

転
用
す
る
場
合
に
は
、
農
地
法
に
よ
り
、
 

農
業
委
員
会
及
び
県
知
事
の
許
可
が
必
 

要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
最
近
、
宅
 

地
化
が
進
ん
で
お
り
、
無
断
で
埋
め
立
 

て
放
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
か
け
ま
 

す
の
で
、
必
ず
事
前
に
農
業
委
員
会
へ
 

申
請
し
、
許
可
の
後
に
転
用
し
て
く
だ
 

さ
い
。
 

な
お
、
大
字
上
野
、
大
字
市
場
地
域
 

で
農
業
振
興
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
 

農
地
を
宅
地
等
に
転
用
す
る
場
合
も
、
 

農
業
委
員
会
へ
申
請
の
前
に
、
農
業
振
 

興
地
域
の
除
外
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
れ
に
は
、
知
事
へ
の
申
請
、
公
告
 

等
、
相
当
の
日
数
を
要
し
ま
す
の
で
、
 

農
地
転
用
計
画
の
あ
る
方
は
早
め
に
役
 

場
農
政
係
へ
間
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

J
 

「

 

一
 

一 

」
 

「
 

」
 

」
 

」
 

一
 

一
 

一
 

」
 

」

 

一

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
香
典
返
し
〕
 

2
月
 17 

日
現
在
 

金
一
封
 
木
戸
 

靖
（
金
田
町
）
 

金
一
封
 
麻
生
 
権
三
（
東
組
）
 

金
一
封
 
世
良
 
光
章
（
上
小
路
）
 

〔寄 

付〕 

圏
赤
池
ダ
ン
ス
ク
ラ
プ
 

ー
万
円
 

圏
佐
藤
秀
樹
・
佐
藤
康
一
 

二
千
円
 

圏
田
川
農
協
 
あ
ん
ま
機
二
台
 

〔
快
気
祝
〕
 

圏
松
尾
重
男
 
十
万
円
 

圏
荒
木
 
悟
 
二
万
円
 ー

敬
称
略
ー
 

▽
心
配
ご
と
相
談
日
（
1
日
・
7
日・ 

17 

日・ 
27 

日
の
4
回
実
施
）
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定
時
制
（
夜
間
）
生
徒
募
集
 

3
月
 29 

日
試
験
予
定
 

西
田
川
と
田
川
東
の
両
高
校
が
、
働
 

き
な
が
ら
学
ぶ
人
の
た
め
に
、
定
時
制
 

（
夜
間
）
の
生
徒
か
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

学
校
で
は
、
わ
か
り
や
す
く
指
導
す
 

る
の
で
、
永
く
杜
会
の
実
務
に
つ
い
て
 

い
た
人
や
、
家
庭
の
主
婦
な
ど
も
学
ん
 

で
い
ま
す
。
 

ま
た
、
高
校
か
品
I
退
し
た
人
や
、
准
 

看
護
学
校
卒
業
者
は
、
相
当
学
年
に
編
 

入
さ
れ
ま
す
。
 

▼
入
学
試
験
日
 
両
校
と
も
3
月
 29 

日
 

回
（
子
定
）
 

▼
願
書
の
受
付
 
両
校
と
も
試
験
日
の
 

前
日
ま
で
（
3
月
 28 

日） 

▼
授
業
時
間
 
17 

時
 25 

分
ー
 20 

時
 30 

分
 

▼
費
用
（
月
額
）
 

授
業
料
や
旅
行
積
 

立
金
な
ど
合
計
四
千
円
程
度
。
 

▼
教
科
書
 
無
償
で
交
付
。
 

▼
修
学
奨
励
金
 
希
望
者
に
月
額
七
千
 

円
を
貸
与
（
女
喜
未
す
れ
ば
返
さ
な
く
 

て
も
よ
い
）
 

▼
間
合
わ
せ
 

西
田
川
高
校
 
④
→
0
1
2
5
 

田
川
東
高
校
 
④
→
3
0
1
5
 

高
等
学
校
通
信
制
で
 

学
び
ま
せ
ん
か
 

福
岡
県
立
修
猷
館
高
等
学
校
で
は
、
 

五
十
六
年
山
「
一
の
通
信
制
入
校
生
を
次
の
 

と
お
り
募
集
し
ま
す
。
 

▼
入
学
資
格
 

〈1
年
〉
中
学
校
キ
量
I
 

業
し
た
人
、
又
は
こ
れ
と
同
等
の
資
 

格
を
も
つ
と
本
校
で
認
め
ら
れ
た
人
。
 

<2
年
以
占
こ
れ
以
外
の
人
で
、
 

二
年
以
上
に
編
入
学
か
皇
布
望
す
る
人
。
 

▼
募
集
人
員
 
5
0
0
名
（
4
年
制
）
 

▼
志
願
の
手
続
き
 
①
入
学
願
書
②
卒
 

業
し
た
中
学
の
立
五
菜
証
明
書
と
成
績
 

証
明
書
。
高
校
在
学
者
及
び
中
退
者
 

は
単
位
取
得
証
明
妻
尽
回
住
民
票
宜
由
》
 

写
真
2
枚
⑤
印
か
ん
⑥
校
納
金
 

▼
入
学
願
書
受
付
日
 
3
月
1
日
同
ー
 

4
月
9
日
困
ま
で
（
願
書
は
必
ず
本
 

人
が
持
参
し
て
下
さ
い
。
）
 

▼
校
納
金
 
年
額
7
、
8
1
0
円
（
一
年
 

新
入
生
は
 21 

単
位
の
場
合
、
一
年
間
 

分
1
5
、
8
1
0
円
で
す
。
）
 

▼
申
込
み
・
問
合
わ
せ
 

福
岡
県
立
修
猷
館
高
等
学
校
 

固
0
9
つ一 

8
4
1
→
3
8
2
2
 

三
月
期
の
支
払
額
は
 

本
来
の
額
と
な
り
ま
す
 

ー
国
民
年
金
ー
 

国
民
年
ム
皿
を
受
け
て
い
る
方
の
三
月
 

期
の
支
払
日
が
間
も
な
く
や
っ
て
き
ま
 

す
。
こ
の
三
月
期
の
支
払
額
が
、
昨
年
 

十
一
月
（
障
害
、
母
子
、
遺
児
年
金
等
 

は
十
二
月
、
以
下
同
じ
）
の
支
払
額
を
 

下
回
る
方
が
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
昨
年
の
十
一
月
期
の
支
払
 

額
に
は
太
来
の
支
払
額
の
ほ
か
に
、
法
 

律
改
正
が
七
月
に
さ
か
の
ぽ
っ
て
行
わ
 

れ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
、
七
月
、
八
 

月
分
の
差
額
が
う
わ
の
せ
さ
れ
て
い
た
 

た
め
で
、
A
「
活
区
の
三
月
期
の
支
払
い
か
 

ら
は
、
差
額
は
当
然
除
か
れ
、
太
来
の
 

額
で
支
払
わ
れ
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
今
回
の
支
払
額
は
、
差
額
 

が
な
い
分
だ
け
少
な
く
な
り
ま
す
が
、
 

間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
知
 

ら
せ
し
ま
す
。
 

『
未
婚
者
の
つ
ど
い
』
開
催
 

身
体
障
害
者
の
み
な
さ
ん
へ
 

県
身
体
障
害
者
結
婚
相
談
所
で
は
、
 

身
障
者
の
み
な
さ
ん
が
気
軽
に
安
心
し
 

て
結
婚
（
初
・
再
婚
）
に
つ
い
て
の
相
 

談
に
応
じ
、
生
涯
苦
楽
を
共
に
す
る
よ
 

き
伴
侶
を
広
い
範
囲
か
ら
求
め
て
い
た
 

だ
く
た
め
、
い
つ
で
も
そ
の
申
込
み
を
 

次
の
と
お
り
受
付
け
て
お
り
ま
す
。
 

▼
写
真
2
枚
（
手
札
型
、
ム
毒
《
の
も
の
 

）
、
戸
籍
謄
本
、
印
か
ん
。
 

⑨
「
未
婚
者
の
つ
ど
い
」
開
催
日
 

▼
と
き
 
56 

年
3
月
 29 

日
同
 

10 

時
 30 

分
ー
 15 

時
ま
で
。
 

▼
と
こ
ろ
 
福
岡
県
社
ム
ー
 

祉
セ
ン
タ
 

ー
（
福
岡
市
中
央
区
六
本
松
）
 

▼
申
込
期
限
 
56 

年
3
月
 15 

日
ま
で
。
 

▼
参
加
費
 
不
要
。
 

▼
申
込
先
 
福
岡
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
 

ー
内
、
県
身
体
障
害
者
結
婚
相
談
所
 

固
0
9
つ
ゲ
→
7
5
1
→
3
2
3
9
 

巡
回
交
通
事
故
相
談
 

▼
と
き
 

o
3
月
 10 

日
関
 

o
3
月
 11 

日
困
 

o
3
月
 24 

日
因
 

o
3
月
 25 

日
困
 

飯
塚
市
 

直
方
市
・
田
川
市
 

飯
塚
市
 

田
川
市
 

（
午
前
 10 

時
ー
午
後
4
時
ま
で
）
 

▼
と
こ
ろ
 

o
直
方
市
役
所
内
市
民
相
談
室
 

固
0
9
4
9
2
→
②
・
→
4
1
1
1
 

〇
飯
塚
市
役
所
内
市
民
相
談
室
 

固
0
9
4
8
2
→
②
→
5
5
0
0
 

o
田
川
市
役
所
内
市
民
相
談
係
 

固
0
9
4
7
4
→
の
）
→
2
0
0
0
 

『
婦
人
問
題
に
つ
い
て
 

の
論
文
』
募
集
 

4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
3
枚
 

福
岡
県
で
は
、
婦
人
問
題
に
つ
い
て
 

の
啓
発
を
進
め
る
た
め
に
、
論
文
の
募
 

集
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
 

▼
テ
ー
マ
 

メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
「
あ
ら
 

ゆ
る
る
分
野
へ
の
男
女
の
共
同
参
加
」
 

と
し
て
次
の
三
つ
の
サ
ブ
テ
ー
マ
の
 

う
ち
か
ら
ー
つ
を
選
択
し
、
実
践
活
 

動
や
体
験
を
ふ
ま
え
た
論
文
に
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

①
「
男
女
の
共
同
責
任
で
築
く
家
庭
」
 

②
「
男
女
が
平
等
の
条
件
で
働
く
職
場
 

づ
く
り
」
 

③
「
地
域
社
会
へ
の
男
女
の
共
同
参
加
 

」 

以
上
の
三
つ
の
テ
ー
マ
か
ら
。
 

▼
字
数
 
4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
3
枚
 

(1
、
2
0
0
字
）
程
度
と
し
、
冒
頭
 

に
テ
ー
マ
、
末
尾
に
氏
名
、
年
令
、
 

性
別
、
住
所
、
職
業
、
電
話
番
号
を
 

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
応
募
資
格
 
福
岡
県
内
に
居
住
す
る
 

者
。
（
年
令
、
性
別
を
間
い
ま
せ
ん
）
 

▼
応
募
締
切
り
 
3
月
 10 

日
ま
で
 

▼
入
賞
作
品
 
優
秀
賞
5
名
程
度
を
選
 

び
、
知
事
表
彰
状
及
び
記
念
品
贈
呈
。
 

▼
入
賞
者
の
発
表
 
4
月
 10 

日
本
人
あ
 

て
通
知
し
、
公
表
し
ま
す
。
 

▼
応
募
先
・
間
合
わ
せ
 

福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
目
一
番
一
 

号
（
県
民
生
部
婦
人
対
策
室
）
 

固
0
9
2
→
7
4
1
→
6
4
4
1
 

※
詳
細
は
役
場
福
祉
係
ま
で
お
た
ず
 

ね
く
だ
さ
い
。
 

無
縁
墳
墓
の
改
葬
 

次
の
者
に
縁
故
者
が
あ
れ
ば
期
日
ま
 

で
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
墓
地
の
所
在
地
 
宮
崎
県
児
湯
郡
木
 

城
町
大
字
椎
木
｛
「
ま
可
橋
三
八
七
八
、
 

三
八
八
〇
・
字
石
原
新
田
四
一
〇
一
 

▼
無
縁
墳
墓
数
 
93 

基
 

▼
届
出
期
限
 
3
月
 20 

日
 

▼
届
出
先
 
宮
崎
県
児
湯
郡
木
城
町
大
 

中
喜
向
城
（
木
城
町
役
場
住
民
課
）
 

固
0
9
8
3
3
→
②
→
2
2
1
1
 


